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  TRMP(武中ルールメイキングプロジェクト) 

 

 

１ 目的 

    (1) 生徒に、様々な情報や出来事を受け止め、主体的に判断しながら、他者と一緒に生活し、課題を解

決していくための力を身に付けさせること。 

(2) 生徒も教師も皆が納得できる校則に改定していく取組を行い、そのプロセスや経験が、関わった 

 人全体の貴重な学びや新たな気づきにつながることで、よりよい学校作りに繋げていくこと。 

 

２ 議論する時の２観点 

   『変わらず大切にしたいもの』 『検討余地のあるもの』 に焦点を当てて議論した。 

 

３ 生徒会参加型の職員研修による議論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

４ TRMP流れ(R4～)  ※ R4以前も校則についての取組は行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月  活     動     内     容 

R4 

 

４ 

 

～ 

 

８ 

 

〇 校則の疑問点について生徒会(生活部長)が書き出す。企画委員会で、職員へ疑問点と今後

の見通し周知を行う。                         ☆R(実態把握) 

〇 全学級から集約した校則についての意見を生徒会が回答する。教育実習生に意見をもらう。

第１回学校評議委員会で武中の取組の周知を行う。            ☆P(計画立案) 

〇 小中連携部会(於;武中)で、小学校との情報交換を行う。タブレットを用いて制服検討のア

ンケートを実施する。第１回武校区安心安全Ｎ会議で、武中の取組を周知する。 

〇 第１回制服等検討委員会、山形県鶴岡市立鶴岡第二中学校とのオンライン交流(校則) 

〇 職員研修(校則について)、第２回・第３回制服等検討委員会 

 

９ 

 

～ 

 

12 

〇 教職基礎研究生(鹿児島大学生)に意見をもらう。 

〇 校則について検討するための TRMP(武中ルールメイキングプロジェクト)Ⅰ～Ⅶを、定例会 

として昼休みに実施する。                         ☆D(実行) 

〇 第２回学校評議委員会や第２回主任児童委員・民生委員と語る会で、取組の周知 

〇 職員研修(生徒会と職員全員による議論) ※事前に校長と生徒会の予備議論を実施 

〇 学校評価に新たに内容を位置づけて、今後の評価対象とする。        ☆C(評価) 

〇 職員会議で取組の周知を行う。 

R5 

１ 

～

３ 

〇 TRMPⅨを昼休みに実施、これ以降も必要に応じて実施する。 

〇 校則改定取組について全校生徒に周知し、新生徒会で状況の把握を行う。(意見収集や改善

策検討) 

〇 新入生説明会にて、小学６年生やその保護者に対して周知を行う。 

〇 山形県鶴岡市立鶴岡第二中学校とのオンライン交流(校則)、学校評価の活用 

R5 

４ 

～

８ 

〇 職員会議でよりよい前進のための発信(生徒指導共通理解を含む。)   ☆A(改善・前進) 

〇 入学式にて、新１年生やその保護者に対して周知を行う。 

〇 生徒総会にて、情報発信と校則等について全生徒へ意識付けを行う。 

〇 第１回主任児童委員・民生委員と語る会で、取組や課題の周知を行う。 

〇 教育実習生に意見をもらう。 

〇 第１回・第２回学校運営協議会にて周知と意見協力依頼を行う。 

９

～
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〇 教職基礎研究生(鹿児島大学生)に意見をもらう。 

〇 第２回主任児童委員・民生委員と語る会で、取組や課題の周知を行う。 

〇 武中学校ホームページへ TRMPを公開する。 

〇 第３回学校運営協議会にて周知を行う。 

R6 

１ 

～

３ 

〇 新入生説明会で HP公開を新１年生の生徒・保護者へ伝達 → 中 1ギャップ解消や中学校生

活への見通しをもってもらう。 

〇 新生徒会にて、随時見直しを行う。(生徒指導部と連携する。) 


